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COB と筐体の密着性と放熱効果 
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1. 概要 

近年、COB の採用検討が行われ始めており、製品化が進んでいます。その中で、COB による器具設計をす

る際に重要な要素として、「放熱」が挙げられます。 

COB は単独で高い出力を有しており、更にチップが密集していることによって、狭範囲で熱が集中しやすい構

造です。熱の上昇による性能低下(温度特性による光束低下)や、信頼性(寿命)悪化を避けるためにも放熱に対

する十分な配慮が必要です。 

本書では筐体(ヒートシンク)との密着性に着目し、放熱への影響について評価結果を交えて解説します。 

 

2. ホルダーの締め付けトルクと放熱の関係 

COB は筐体(ヒートシンク等)に固定する場合、専用ホルダーの使用を推奨しています。COB は筐体との密着

性を高めることでより良い放熱効果が得られます。一般的にホルダーはねじで固定する仕様であり、締め付け

トルクが密着性へ大きく影響すると考えられます。よって後述する方法により、締め付けトルクと放熱性の関係

を評価しました。 

 

2.1 評価方法 

ヒートシンクにホルダーを用いて COB を固定します。固定する際のねじの締め付けトルクに着目し、締め

付けトルクとジャンクション温度（以下 TJ という）の関係を評価します。(表１参照) 

COB は型番 NSCWL036A(5.8W)と型番 NSCWJ216A(34.8W)にて評価しました。 

 

表 1. 評価方法 

     

 

 

表 1 で示したようにヒートシンクに固定し、それぞれを定格電力で駆動させます。点灯後、熱が飽和状態と

なる 30 分後の TJ を測定し、締め付けトルク別に TJ を比較します。 

 

 

 

COB 型番 NSCWL036A 型番 NSCWJ216A 

駆動電力 5.8W (定格) 34.8W (定格) 

取り付け 

状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホルダー Tyco Electronics Corporation 製 

ねじ仕様 M2.6 (なべねじ・ワッシャなし) 

ヒートシンク

仕様 

H17mm×W98mm×L100mm 

 (熱抵抗：3.0℃/W) 

H60mm×W110mm×L100mm  

(熱抵抗：1.3℃/W) 

放熱シート t=0.25mm , 熱伝導率：1.0W/mK 

締め付けトルクを 

変化させ、固定する。 

締め付けトルクを 

変化させ、固定する。 
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2.2 評価結果 

評価結果を図 1 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 締め付けトルクと TJ の関係 

 

評価結果より、締め付けトルクを高めること、つまり密着性を高めることが放熱に大きく影響することがわ

かります。より良い放熱性を得るために、ホルダー取り付け工程での締め付けトルク管理を推奨します。 

 

3. 放熱グリスの塗布量と放熱の関係 

均一な放熱性を得るために COB と筐体(ヒートシンク)の間に熱伝導材を挟む方法があります。放熱グリス(ゲ

ル)を使った場合、グリス(ゲル)の広がり具合-つまり筐体との密着性によっては、放熱性能に悪影響を与えるこ

とが懸念されます。よって、後述する方法により、グリス(ゲル)の広がり具合と放熱の関係を評価しました。 

3.1 評価方法 

グリスの塗布量を 3 パターン準備し、塗布量の違いと TJ の関係を評価します(表 2 参照)。 

表 2. 評価用グリス塗布量違いサンプル 

 

 

 

 

 

 

なお、本評価は以下条件で評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 

塗布量 

30%狙い 50%狙い 100% 
   

COB 型番 NSCWJ216A (34.8W 定格駆動) 

ホルダー Tyco Electronics Corporation 製 

ねじ仕様 M2.6 (なべねじ・ワッシャなし)、締め付けトルク：0.9N・m 

ヒートシンク仕様 H60mm×W110mm×L100mm (熱抵抗：1.3℃/W) 

放熱グリス仕様 熱伝導率：1.5W/mK 
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ホルダーを取り付けていない状態を示す。 

(ヒートシンク上に置いただけの状態) 
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3.2 評価結果 

ヒートシンクに固定し、定格電力で駆動させます。点灯後、熱が飽和状態となる 30 分後の TJ を測定し、グ

リスの塗布量違い別に TJ を測定します。評価結果を図 2 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. グリス塗布量と TJ の関係(型番 NSCWJ216A) 

 

評価結果より、塗布量が 100%に近いほど放熱の効果は高いことがわかります。熱伝導材にグリスを使う

場合には塗布量と広がり具合を予め確認し、全面が接触するように工程管理いただくことを推奨します。 

 

4. 放熱シートの厚みと放熱の関係 

COB と筐体(ヒートシンク)間の熱伝導材として放熱シートを使用する場合、熱抵抗の小さい放熱シートを選定

することを推奨します。放熱シートの熱抵抗はシートの厚みによって変化します。放熱シートの厚みが大きくな

ると、RθJC(ジャンクション-TC ポイント間の熱抵抗)は仕様書で示した値に比べて高くなる場合があります。以下

にて、放熱シートの厚み違いにおける RθJC、TJ、 TC の関係を評価した結果を示します。 

 

評価 COB・・・・・・・・・・  型番 NFCWL060B-V1 

評価条件・・・・・・・・・・  IF = 460ｍA(定格電流) 

熱抵抗測定方法・・・・  過渡熱抵抗測定方法に準拠 

放熱シート仕様・・・・・ 熱伝導率 : 3W/mK, 厚み: 0.5mm, 1.0mm, 1.5mm 

放熱グリス仕様・・・・・  熱伝導率 : 0.84W/mK 

評価結果・・・・・・・・・・ 図 3、図 4 参照 
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図 3. 評価結果 ： 放熱シート厚みと RθJC の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 評価結果 ： 放熱シート厚みと TC / TJ の関係 

 

 

評価結果より、放熱シートが厚くなるほど RθJC は高くなることを確認しました。また、放熱シートが厚くなると

仕様書で示した RθJC から算出した TJ より実測の TJ が高くなることも確認しました。このように、放熱シートの厚

みは RθJC の変動に寄与することから、放熱シートを使用する灯具設計においては TC 測定からの TJ 算出によ

る確認だけではなく、赤外線サーモグラフィによる温度分布での検証も合わせて実施いただくことを推奨します。

また、放熱シートの熱抵抗はシートの圧縮率によっても変動します。高い圧縮率にするほどシートの熱抵抗は

低くなります。よって製造工程においては、COB の取り付け管理(ねじ締めトルク管理等)を配慮する必要があり

ます。 
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5. まとめ 

COB と筐体との密着性は放熱に大きく寄与しています。上述した評価結果を参照いただき、製品設計におい

て放熱が十分確保できていることを検証いただくことで、製品品質の向上に繋がると考えます。なお、COB の品

種やお客様の使用条件・使用環境によっては本書中の値が異なる可能性があります。本書は参考資料として

お取り扱い願います。 
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＜免責事項＞ 

本書は、弊社が管理し提供している参考技術文書です。 

本書を利用される場合は、以下の注意点をお読みいただき、ご了承いただいたうえでご利用ください。 

  

・本書は弊社が参考のために作成したものであり、弊社は、本書により何らの保証をも提供するものではありま 

せん。 

・本書に記載されている情報は、製品の代表的動作および応用例を示したものであり、その使用に関して、弊 

社および第三者の知的財産権その他の権利の保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

・本書に記載されている情報については正確を期すべく注意を払っておりますが、弊社は当該情報の完全性、 

 正確性および有用性を一切保証するものではありません。また、当該情報を利用、使用、ダウンロードする等 

の行為に関連して生じたいかなる損害についても、弊社は一切の責任を負いません。 

・弊社は、本書の内容を事前あるいは事後の通知なく変更する場合がありますのでご了承ください。 

・本書に記載されている情報等に関する著作権およびその他の権利は、弊社または弊社に利用を許諾した権

利者に帰属します。弊社から事前の書面による承諾を得ることなく、本書の一部または全部をそのままあるい

は改変して転載、複製等することはできません。 
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